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ピジョン株式会社（本社：東京、社長：矢野 亮、以下：当社）は、自分の子育てに対する価値観と向き合い、

家庭や企業内で育児と仕事の両立について頼れる仲間を見つける“はじめの一歩”をアシストするワークショップ
カード「子育てエンゲージメントカード」を株式会社トリプルバリューと共同開発し、2026 年 8 月 24 日（月）
より同社オンラインショップにて発売開始いたします。 

 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
「子育てエンゲージメントカード（以下：本品）」は、1957 年の設立以来赤ちゃんや育児に向き合ってきた当社

の従業員 139 名が、自身の育児経験をもとに挙げた 264 の言葉から子育てで大切にしたい 88 のワードを抽出、
制作した対話型カードです。 

本品は個人購入者が自宅でパートナーとともに価値観を整理する目的でも使用いただけるとともに、子育て中
の従業員が在籍する企業でも活用いただけます。子育てエンゲージメントカードをご購入いただいた企業様向け
に、企業版パッケージとして、ピジョンの両立支援事例ナレッジ集、ワークショップ実施ガイド、カードワーク体
験後の振り返りシートを無償で提供いたします。また、ご希望の企業様には、当社社員が社内ワークショップをサ
ポートいたします。（企業数限定・終了時期未定） 

 
現在日本では、制度としての育児休業取得奨励は進展している一方、社員一人ひとりが抱える育児への不安や

葛藤、パートナーや職場メンバーとの対話不足など、制度だけでは解決しきれない課題が依然として存在していま
す。そこで当社は、こうした課題に向き合うため、育児をひとりで抱え込むのではなく、周囲と協力しながら取り
組む「チーム育児」という考え方を推進していきます。当社が考える「チーム育児」とは、育児をひとりで抱え込
むのではなく、パートナーや親族、行政サービス、さらには「職場」までを一つのチームとして捉え、周囲と協力
しながら自分らしい子育てに取り組むという考え方です。 

 

企業の人的資本経営を支える“従業員の育児と仕事の両立”領域にピジョンが参入 
8 月 24 日(月)より「子育てエンゲージメントカード」を発売開始 

―従業員が子育ての価値観を整理することで、チーム育児をはじめる一歩に― 

2026年8月24日 
ピジョン株式会社 

報道関係者各位 
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その実践を後押しするのが、「子育てエンゲージメントカード」です。本カードを通じて、自分が大切にしたい
子育ての価値観を言語化し、パートナーや職場など周囲との対話を促すことで、育児と仕事の両立を支援します。
さらに、社員一人ひとりが自身の価値観を共有し、周囲と支え合える環境づくりを促進することで、企業における
人的資本経営の推進や、従業員エンゲージメントの向上にも貢献します。 

 
■開発背景 
 
育児と仕事の両立に必要なのは“制度”だけではない。 

「子育てエンゲージメントカード」で子育ての価値観を再発見する 
 

2024 年以降子育て世帯における母親の就業率は毎年約 8 割を超えており※1、「母親も仕事をする」ことが当た
り前の時代となりました。一方で、働き方が多様化する中でも、家事・育児の負担は依然として女性に偏る傾向が
あり、若年層男性は、子育ての時期に希望する働き方を実現するうえでハードルになりそうなこととして「業務量
が多い」「突発的な業務」「長時間労働」「上司の理解不足」などを挙げています※2。職場での育児制度の整備は進
んでいるものの、育児と仕事の両立を支える実際の環境づくりは、いまだ十分とはいえません。 

また、育児者は、育児と仕事の両立におけるさまざまな選択や調整を迫られる中で、「仕事に復帰できるのか」
「育児と仕事を両立できるのか」といった不安を抱えています。こうした不安は、自分の子育てへの自信や自己効
力感の低下につながり、ひいては仕事のパフォーマンスやキャリア継続にも影響を及ぼす可能性があると考えら
れています※3。その結果、育児と仕事の両立に対して懸念を持ち、離職やキャリアの継続を諦める社員も少なから
ず存在するため、企業にとっても人材の離職防止やエンゲージメント向上の観点から子育て支援は重要なテーマ
となっています。 

 
当社は 2006 年から「男女ともに育児をする会社」を目指し、育児支援制度や風土づくりに取り組んできました。

その中で見えてきたのは、制度や環境が整っていても、育児に対する不安や迷い、パートナーや職場との価値観の
違いなど、一人ひとりが抱える心理的障壁や葛藤までは支えきれないという現実です。そこで当社は、育児と仕事
の両立を支える新たなアプローチとして、育児者が自分自身の子育ての価値観を言語化しながらパートナーや家
族、職場との対話を通じて相互理解を深めることができる「子育てエンゲージメントカード」を株式会社トリプル
バリューと共同で開発しました。 
 

さらに本品は、社長直下プロジェクト「PFA（Pigeon 
Frontier Awards）」から誕生しています。「PFA」とは、
当社の全社員から自由なアイデアや新規事業構想を募
り、優れた提案を表彰するとともに、将来的な事業化
も視野に入れて育成・推進する社長直下のプロジェク
トです。「PFA」のプロジェクトである「My Purpose 
Project」は社員一人ひとりが自分らしさを大切に働くことができる風土づくりを目指しており、本品はその考え
方を育児領域へ発展させた取り組みとして誕生しました。 
（参考：社員の挑戦を応援 ～PFA(Pigeon Frontier Awards)～） 
 
※1 出典：厚生労働省「2025 年国民生活基礎調査」（2025 年） 
※2 出典：厚生労働省 共育プロジェクト「若年層における仕事と育児の両立に関する意識調査」（2026 年） 
※3 出典：尾関 唯未・金子龍太郎「乳児を育てる母親の QOL と自己効力感」『龍谷大学社会学部紀要』第 55 号（2019 年） 
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